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コロナ感染激増は菅内閣の人災

市民と野党の共同で政権交代を

８
月
は
異
常
気
象
が
発
生
し
、
西
・
東
日
本
と
東
北
の
広
い
範
囲
で
記
録

的
な
大
雨
や
突
風
、
落
雷
な
ど
で
、
河
川
の
氾
濫
、
浸
水
と
土
砂
災
害
が
引

き
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
は
じ
め
被
災
地
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
者
数
は
８
月
四
日
、
２
万
５
１
５
６
人
が

確
認
さ
れ
、
初
め
て
２
万
５
千
人
を
突
破
し
ま
し
た
。
緊
急
事
態
宣
言
は
躯

日
、
新
た
に
北
海
道
、
宮
城
、
岐
阜
、
愛
知
、
三
重
、
滋
賀
、
岡
山
、
広
島

が
追
加
さ
れ
、
合
計
幻
都
道
府
県
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
も
新
た
に
高
知
、
佐
賀
、
長
崎
、
宮
崎
４
県
が
追
加
さ
れ
、

合
計
吃
県
。
宣
言
か
重
点
措
置
は
卿
都
道
府
県
の
和
％
に
上
り
ま
す
。
い
ず

れ
も
期
限
は
９
月
吃
日
ま
で
で
す
。

深
刻
な
事
態
は
菅
内
閣
の
人
災
以
外
の
何
物
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
中
止
、
直
ち
に
国
会
を
開
催
し
、
臨
時
医
療
施
設
の
大
規
模
な

確
保
。
大
規
模
感
染
が
広
が
っ
て
い
る
職
場
、
学
校
、
家
庭
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
抜
本
的
強
化
に
よ
る
感
染
者
の
発
見
、
隔
離
、
保
護
。
あ
わ
せ
て
医
療

機
関
へ
の
減
収
補
填
を
強
く
要
求
す
る
も
の
で
す
。

横
浜
市
長
選
挙
で
は
、
市
民
と
野
党
の
共
同
候
補
・
山
中
竹
春
氏
が
、
菅

首
相
直
結
候
補
に
肥
万
票
の
大
差
で
圧
勝
し
ま
し
た
。
４
月
の
衆
参
補
選
、

７
月
の
都
議
選
に
続
く
市
民
と
野
党
共
同
の
勝
利
で
す
。
迫
り
く
る
総
選
挙

勝
利
、
政
権
交
代
を
実
現
し
ま
し
ょ
う

な
お
、
８
．
焔
終
戦
記
念
日
は
、
蛇
県
砲
力
所
で
宣
伝
し
ま
し
た
。

主な 記 事

●
８
．
幅
終
戦
記
念
日
一
斉
宣
伝
：
…
：
：
：
：
：
：
．
．
：
：
．
：
：
：
．
．

●
各
県
本
部
の
大
会
・
総
会
Ⅱ
続
Ⅱ
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
：
；

●
私
も
一
言
／
山
本
由
美
和
光
大
学
・
東
京
自
治
問
題
研
究
所
理
事
長

●
顕
彰
碑
／
秋
田
雨
雀
の
墓
地
；
・
…
…
：
：
：
．
…
・
；
：
：
：
：
：
；
：

●
抵
抗
の
群
像
／
庫
山
寛
一
：
…
：
…
：
：
：
…
…
：
：
．
：
：
：
…
・
．
．

●
同
盟
文
芸
／
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
：
：
．
．
：
；
；
：
：
。
…
：
・
・
・
：
：
．
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8.15終戦記念日宣伝を四条河原町でする京都府本部、中央は原田完会長
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困ち渉
の取で 。。・・

獄を一言是りよ
莚 、 、

ⅢlllII ll llIll lllI 11

（
２
ぺ
Ｉ
ジ
か
ら
つ
づ
く
）
浩
碑
前
祭
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
後
は
四
万
十
市
で
の
幸
徳
秋
水
「
非
戦
の
碑
」

岡
村
会
長
が
高
知
県
の
同
盟
の
歴
史
、
平
和
資
料
館
・
草
の
家
と
年
中
行
事
と
除
幕
式
に
参
加
す
る
事
を
決
め
て
い
ま

戦
前
の
不
屈
の
戦
い
に
触
れ
挨
拶
し
ま
し
て
取
り
組
む
事
に
し
ま
し
た
。
す
。
会
長
に
岡
村
正
弘
、
事
務
局
長
に

し
た
。
来
賓
は
衆
議
院
比
例
予
定
候
補
来
年
は
槇
村
浩
生
誕
１
１
０
年
を
迎
森
岡
幸
一
を
再
選
し
ま
し
た
。

中
根
耕
作
さ
ん
が
駆
け
つ
け
決
意
を
語
え
ま
す
。
翠
年
に
向
け
て
イ
ベ
ン
ト
の
（
県
本
部
事
務
局
長
森
岡
幸
一
）

り
ま
し
た
。
計
画
を
諸
団
体
と
共
同
で
実
施
す
る
事
（
閲
Ⅲ
凹
始
鰕
鮒
畑
柵
眺
鰄
蠅

こ
の
一
年
を
振
り
返
る
と
感
染
防
止
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

が
重
し
と
な
り
、
個
々
の
課
題
に
力
の
方
針
は
署
名
の
目
標
達
成
、
減
少
が
熊
本
県
本
部
総
会
は
昨
年
に
つ
づ
き

集
中
が
出
来
な
か
っ
た
事
が
反
省
と
な
っ
続
く
会
員
は
拡
大
で
増
勢
を
目
指
す
事
今
年
も
、
会
員
が
一
堂
に
会
し
て
の
総

て
い
ま
す
。
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
女
性
部
は
全
国
会
を
や
め
、
会
員
全
員
に
総
会
議
案
全

顕
彰
活
動
は
今
年
数
年
ぶ
り
に
槇
村
女
性
交
流
集
会
へ
の
参
加
、
青
年
部
は
文
を
届
け
、
全
会
員
の
意
見
を
反
映
し

篭
三
三
三
三
三
一
三
三
一
暹
三
毒
一
壱
一
罎
一
轌
一
罎
籠
信
一
権
鵬
籠
灌
一
権
這
三
雍
信
罎
一
瀧
橲
維
鮠
灌
堤
一
権
権
愼
握
權
娼
涯
唱
嗜
三
粍
握
涯
淑

Ⅲ

リ
ズ
て
老
↓
美
値
灌
た
仁
］
を
多
く
α
老
ｖ
碧
削
た
仁
｝
カ
ヰ
ｆ
と
な
り
ま
し
た
今
ズ
ラ
Ⅲ

不
戦
の
誓

い
を
新
た
に

「
戦
争
す
る

国
づ
く
り
ス

ト
ッ
プ
」
を

訴
え
、
狸
県

魂
ケ
所
で
一

斉
宣
伝
行
動

ｉ

蕊
壹
一
三
一
一
一
三
一
一
三
一
一
一
三
三
三
一
三
一
三
一
一
三
一
一
一

唾

｜ⅢⅢI ll を
行
い
ま
し
た
。

悪
天
候
で
し
た
が
、
中
央
本
部
。
都

本
部
は
Ｊ
Ｒ
池
袋
駅
西
口
（
写
真
下
）

“鶉禦摺｜
北海道 4 4 25

青森 7 5 78

秋田 29 8 57

山形 4 4 17

茨城

栃木

群馬

埼玉 1 3

東京 5 18 50

神奈川 2 2 15

山梨 8 2 6

長野 1 1 12

新潟 1 1 5

福井

岐阜 l l lO

静岡 1 1 3

県名 |蕊|認|篭
ビラ湿布

街國折込

150

358 3.570

1．710 4，470

650 5，221

2.860

1‘200

2,500

40

79 16，280

200 11,000

680 1､340

200 1，800

1, 100

1‘OOO，

300

41

ビラ昆布

街顛折込

1.000

206 1,300

100 1．000

400

250

470 1,000

1,500

200 190

900

140

1,000

20

5 13201.320

８
．
妬
終
戦
記
念
日
一
斉
宣
伝

舩
力
所
・
３
６
７
人
参
加
、
７
万
枚
余
の
ビ
ラ
配
布

の
た
め
に
交
命
の
大
切
さ
人
権
の
大
切
さ
を
説
き
続
け
る
「
教
師
の
労
働
条

渉
で
よ
り
よ
い
条
件
を
勝

山
本
由
美
難
鰹
舳
響

ち
取
り
、
人
種
差
別
、
貧

困
の
是
正
な
ど
社
会
正
義
こ
と
を
共
有
し
、

胤名

認
一
繩
一
一
詞
一
迦
職
｜
純
一
鵡
一
岬
一
鏑
一
訓
一
率
一
銅
一
識
一
癖
一
誌
一
準
一
鏑

４
－
１
－

３
二
２
－
４

４
－
１
’
３
－
２
’
４

吃
－
４
－
随
一
６
｜
邪

巻
き
込
み
な
が
ら
「
社
会
正
義
的
組
合
」
ス
ト
で
「
失
敗
し
た
学
校
」
を
廃
校
に
し
、
民
営
化
を
進

の
運
動
が
多
く
の
市
で
盛
り
上
が
っ
て
い
め
な
が
ら
序
列
的
な
学
校
再
編
を
め
ざ
す
教
育
行
政
に
対

ま
す
。
自
分
た
ち
の
労
働
条
件
の
改
善
の
し
、
組
合
が
親
や
市
民
と
つ
な
が
る
た
め
に
掲
げ
た
の
が

た
め
だ
け
で
は
な
く
、
市
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
「
少
人
数
学
級
」
な
ど
子
ど
も
の
学
習
条
件
の
た
め
の
改

テ
ィ
の
利
益
善
点
で
し
た
。

〉
が
ら
「
社
会
正
義
的
組
合
」
ス
ト
で
「
失
敗
し
た
学
校
」
を
廃
校
に
し
、
民
営
化
を
進

盈
｡u含一画 一 ミ =ｮ ・・ ． 。、、

川Ⅲ

一
く
の
市
で
盛
り
上
が
っ
て
い
め
な
が
ら
序
列
的
な
学
校
再
編
を
め
ざ
す
教
育
行
政
に
対
川Ⅲ

た
ち
の
労
働
条
件
の
改
善
の
し
、
組
合
が
親
や
市
民
と
つ
な
が
る
た
め
に
掲
げ
た
の
が
川Ⅱ

は
な
く
、
市
民
や
コ
ミ
ュ
ニ
「
少
人
数
学
級
」
な
ど
子
ど
も
の
学
習
条
件
の
た
め
の
改
川

善
点
で
し
た
。
川Ⅲ

一
命
の
大
切
さ
人
権
の
大
切
さ
を
説
き
続
け
る
「
教
師
の
労
働
条
川Ⅲ

山
本
由
美
難
鰹
難
航ⅢⅢ

こ
と
を
共
有
し
、
川Ⅲ

の
た
め
に
た
た
か
う
組
合
の
財
界
が
進
め
る
新
自
由
主
義
的
な
教
育
改
革
に
対
す
る
対
Ⅷ

あ
り
方
で
す
。
そ
の
運
動
の
抗
軸
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
日
本
で
も
貧
困
や
川

発
端
が
、
シ
カ
ゴ
教
員
組
合
生
き
づ
ら
さ
、
社
会
的
矛
盾
に
対
し
て
、
こ
れ
は
お
か
し
川Ⅲ

に
よ
る
２
０
１
２
年
に
市
民
い
、
と
声
を
あ
げ
る
若
者
は
き
っ
と
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
川

の
支
持
を
得
た
３
万
人
規
模
新
し
い
共
同
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
Ⅱ

の
大
ス
ト
ラ
イ
キ
に
あ
り
、

（
和
光
大
学
・
東
京
自
治
問
題
研
究
所
理
事
長
）
Ⅲ

三
三
一
三
三
三
三
三
一
三
三
三
三
一
三
三
三
一
三
一
三
一
三
一
三
三
三
三
一
三
一
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
一
三
三
三
一
三
三
篭

11 11 3

111 11 8

で
宣
伝
を
行
い
、

吉
田
万
三
東
京
都

本
部
会
長
、
田
中

幹
夫
中
央
本
部
事

務
局
長
が
訴
え
ま

し
た
。
豊
島
、
練

馬
、
足
立
の
３
支

部
か
ら
ｎ
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

北
海
道
本
部
・
札
幌
支
部
は
札
幌
三

越
前
で
廻
人
な
ど
４
カ
所
で
妬
人
が
参

加
。
小
樽
で
は
初
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。

11 31 10

700

11 11 31 500 500
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821 6713671 7.699162441

秋
田
県
本
部
は
、

全
支
部
か
ら
罰
人

が
参
加
官
伝
カ
ー

で
訴
え
ま
し
た
。

岡
山
県
本
部
は
４

支
部
詔
人
が
参
加
、

倉
敷
駅
（
宴
自
至
）

な
ど
４
駅
で
宣
伝
、

募
金
１
０
０
０
円

が
あ
り
ま
し
た
。

香
川
県
本
部
は
初

参
加
者
２
人
な
ど
、

８
人
で
宣
伝
し
ま

し
た
。

各
県
本
部
の
大
会
・
総
会

目
里
轍
踊
謹
め
ざ
し

今
年
も
県
大
会
は
コ
ロ
ナ
の
た
め
中

止
し
７
月
型
日
に
理
事
会
を
開
き
代
行
。

こ
の
１
年
、
各
支
部
で
会
員
を
拡
大

し
ま
し
た
が
死
亡
、
病
気
な
ど
で
減
勢

と
な
り
ま
し
た
。

同
盟
活
動
の
柱
で
あ
る
黄
色
い
署
名

活
動
で
は
、
全
国
は
大
幅
な
減
退
で
し

た
が
、
岩
手
は
目
標
の
７
割
を
達
成
し

健
闘
し
ま
し
た
。
署
名
を
広
げ
る
た
め
、

保
育
の
分
野
で
も
戦
前
は
治
安
維
持
法

で
弾
圧
さ
れ
た
歴
史
が
あ
る
こ
と
を
知

ら
せ
た
経
験
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
犠

牲
者
名
簿
の
『
新
し
き
明
日
を
め
ざ
し

て
（
治
安
維
持
法
等
で
弾
圧
さ
れ
た
岩

手
の
人
々
）
』
を
発
行
し
た
の
で
こ
れ

を
学
習
し
、
会
員
拡
大
、
署
名
活
動
、

顕
彰
活
動
を
前
進
さ
せ
よ
う
と
確
認
。

会
長
に
牛
山
靖
夫
、
事
務
局
長
代
行

に
田
中
舘
安
子
を
選
出
し
ま
し
た
。

（
県
本
部
会
長
牛
山
靖
夫
）

周
囲
囎
蕊
鵠
蠕
、
会
員

高
知
県
本
部
総
会
は
昨
年
に
続
き
コ

ロ
ナ
禍
の
も
と
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
（
３
ぺ
ｌ
ジ
に
つ
づ
く
）

て
県
本
部
理
事
会
で
確
認
す
る
と
い
う

方
式
で
７
月
旧
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

県
本
部
は
今
年
結
成
哩
周
年
を
迎
え

ま
す
が
、
４
，
５
年
前
ま
で
は
長
年
１

０
０
人
前
後
の
組
織
現
勢
で
低
迷
し
、

民
主
勢
力
幹
部
の
間
で
さ
え
そ
の
存
在

を
知
ら
な
い
人
が
多
く
い
る
ほ
ど
マ
イ

ナ
ー
な
組
織
で
し
た
。
現
在
も
ま
だ
マ

イ
ナ
ー
な
状
況
を
抜
け
出
す
に
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
数
年
の
頑
張
り

で
今
総
会
現
勢
は
１
８
２
人
、
ほ
ぼ
２

倍
に
前
進
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
安
倍
・
菅
政
権
の
ほ
ぼ
、

年
間
で
、
秘
密
保
護
法
、
盗
聴
法
、
共

謀
罪
法
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
（
国
民

総
背
番
号
制
度
）
、
戦
争
法
、
重
要
な
土

地
利
用
制
限
・
監
視
法
な
ど
治
安
維
持

法
の
内
実
が
着
々
と
復
活
、
整
備
さ
れ

て
き
て
い
る
状
況
の
下
で
、
治
安
維
持

法
国
賠
同
盟
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
か

つ
て
な
く
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
う
い
う
認
識
に
立
っ
て
、
今
年
の

総
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
は
中
央
本
部
が
掲

げ
る
「
行
動
す
る
同
盟
」
に
加
え
て

「
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
一
翼
を
担
え

る
県
同
盟
の
建
設
」
を
か
か
げ
、
一
日

も
早
く
２
０
０
人
を
突
破
し
、
さ
ら
に

（
４
ぺ
ｌ
ジ
に
つ
づ
く
）

同
盟
中
央
本
部
の
近

嬢
難

に
日
本
武
尊
を
祀
る
妻

恋
神
社
、
菅
原
道
真
を
祀
る
湯
島
天
神

が
約
６
０
０
メ
ー
ト
ル
に
ほ
ぼ
直
線
で

並
ん
で
い
る
。
江
戸
時
代
の
祈
り
の
メ

イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
、
祭
神
は
い
ず
れ

も
時
の
権
力
に
よ
っ
て
怨
念
を
抱
え
た

ま
ま
で
死
に
追
い
や
ら
れ
た
人
物
だ
▼

江
戸
の
人
々
は
天
変
地
異
や
疫
病
が
蔓

延
す
る
と
そ
の
原
因
を
崇
り
と
し
、
こ

れ
ら
の
神
社
に
参
拝
し
た
▼
コ
ロ
ナ
感

染
症
で
は
ア
マ
ビ
エ
信
仰
が
復
活
し
た

が
人
々
の
祈
り
は
江
戸
時
代
の
そ
れ
と

は
別
物
で
あ
り
、
ひ
と
つ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
に
過
ぎ
な
い
▼
と
こ
ろ
が
コ
ロ
ナ
に

無
為
無
策
の
首
相
は
本
心
か
ら
神
頼
み

を
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
▼
日
々
感

染
者
数
を
見
れ
ば
、
神
に
も
見
捨
て
ら

れ
た
の
か
感
染
症
の
収
束
は
見
込
み
が

立
た
ず
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
政
権
の
維
持

す
ら
あ
や
し
い
▼
政
権
の
倒
れ
る
の
を

待
つ
の
で
は
な
く
倒
す
の
だ
、
さ
も
な

く
ば
次
の
政
権
は
我
等
の
も
の
に
は
な

ら
な
い
、
こ
の
決
意
を
一
層
強
く
す
る

８
月
だ
。
（
永
）

－3－ －2－
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騨
雲
帆

Ｉ秋
田
雨
雀
（
本
名
は
徳
三
）
は
、
１
鬼
子
母
神
の
森
を
散
策
し
て
い
る
と
き

８
８
３
（
明
治
肥
）
年
１
月
訓
日
、
青
に
出
会
い
、
親
交
を
結
び
エ
ス
ペ
ラ
ン

森
県
南
津
軽
郡
黒
石
町
（
現
黒
石
市
）
卜
を
学
び
、
釦
年
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

の
産
科
医
で
あ
る
全
盲
の
父
玄
庵
と
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
同
盟
を
結
成
し
た
。

母
ま
つ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
青
創
年
、
日
本
社
会
主
義
同
盟
に
加
入

森
県
黒
石
町
黒
石
尋
常
小
学
校
、
青
森
し
、
型
年
に
は
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
を
設

県
立
第
一
尋
常
中
学
校
を
経
て
東
京
専
立
。
師
年
に
は
ロ
シ
ア
革
命
、
周
年
記

門
学
校
（
早
稲
田
大
学
の
前
身
校
）
英
念
式
典
に
国
賓
と
し
て
招
か
れ
ソ
連
を

文
科
に
入
学
。
在
学
中
の
１
９
０
４
年
、
訪
問
し
た
。
羽
年
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学

詩
集
「
黎
明
」
を
刊
行
し
た
。
研
究
所
を
引
き
継
ぎ
、
所
長
と
な
る
。

８
年
、
恩
師
島
村
抱
月
の
推
薦
に
よ
卿
年
、
第
１
回
参
議
院
選
挙
に
日
本

り
『
早
稲
田
文
学
』
６
月
号
に
「
同
性
社
会
党
公
認
で
青
森
１
区
か
ら
立
候
補

の
恋
」
を
発
表
。
９
年
小
山
内
薫
の
自
し
た
が
落
選
し
た
。
同
年
、
豊
島
区
に

由
劇
場
に
参
加
。
第
４
回
公
演
で
自
身
あ
っ
た
舞
台
芸
術
学
院
院
長
に
就
任
、

の
戯
曲
「
第
一
の
暁
」
が
初
め
て
上
演
。
演
劇
人
養
成
に
貢
献
し
た
。

凶
年
沢
田
正
二
郎
ら
と
芸
術
劇
場
を
網
年
日
本
共
産
党
に
入
党
。
即
年
、

結
成
す
る
一
方
、
劇
作
家
、
詩
人
・
童
日
本
児
童
文
学
者
協
会
第
２
代
会
長
に

話
作
家
、
小
説
、
評
論
、
社
会
運
動
な
就
任
し
た
。

ど
で
幅
広
く
活
動
し
た
。
迫
年
５
月
過
日
没
、
刃
歳
。

鬼
子
母
神
の
森
を
散
策
し
て
い
る
と
き

に
出
会
い
、
親
交
を
結
び
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
を
学
び
、
釦
年
日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

エ
ス
ペ
ラ
ン
チ
ス
ト
同
盟
を
結
成
し
た
。

創
年
、
日
本
社
会
主
義
同
盟
に
加
入

し
、
型
年
に
は
フ
ェ
ビ
ア
ン
協
会
を
設

立
。
師
年
に
は
ロ
シ
ア
革
命
、
周
年
記

念
式
典
に
国
賓
と
し
て
招
か
れ
ソ
連
を

訪
問
し
た
。
羽
年
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
科
学

研
究
所
を
引
き
継
ぎ
、
所
長
と
な
る
。

卿
年
、
第
１
回
参
議
院
選
挙
に
日
本

社
会
党
公
認
で
青
森
１
区
か
ら
立
候
補

し
た
が
落
選
し
た
。
同
年
、
豊
島
区
に

あ
っ
た
舞
台
芸
術
学
院
院
長
に
就
任
、

演
劇
人
養
成
に
貢
献
し
た
。

網
年
日
本
共
産
党
に
入
党
。
即
年
、

日
本
児
童
文
学
者
協
会
第
２
代
会
長
に

就
任
し
た
。

鑓
年
５
月
過
日
没
、
氾
歳
。

（
３
ペ
ー
ジ
か
ら
つ
づ
く
）

前
進
す
る
こ
と
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
共
産
党

へ
の
最
初
の
大
弾
圧
で
あ
る
「
３
・
巧

事
件
」
の
犠
牲
者
で
あ
る
伊
藤
千
代
子

の
生
涯
と
、
そ
の
伊
藤
千
代
子
を
獄
死

に
追
い
や
っ
た
治
安
維
持
法
の
非
人
間

的
で
過
酷
な
実
態
を
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
絶
好
の
教
材
と
し
て
映
画

「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
ｌ
伊
藤
千
代

子
の
生
涯
」
の
製
作
・
上
映
運
動
を
強

力
に
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

（
県
本
部
事
務
局
長
・
関
根
隆
）

〔
伽
刷
凹
前
雛
棚
岫
榊
胆
賊
活
動

滋
賀
県
本
部
は
第
詔
回
総
会
を
５
月

羽
日
大
津
市
内
で
開
催
し
ま
し
た
。
島

田
耕
県
本
部
会
長
は
開
会
あ
い
さ
つ
で
、

県
同
盟
の
一
年
の
前
進
を
勝
ち
取
っ
た

会
員
の
活
動
を
た
た
え
、
さ
ら
な
る
前

進
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
活
動
報
告
と
運
動
方
針
案
」
の
提

案
に
立
っ
た
西
田
清
事
務
局
長
は
、

「
安
保
法
案
、
共
謀
罪
法
な
ど
で
『
監

視
社
会
』
化
、
『
戦
時
体
制
」
が
進
行

し
て
い
る
い
ま
、
国
賠
署
名
、
犠
牲
者

顕
彰
の
運
動
は
、
『
戦
争
国
家
づ
く
り
』

を
阻
止
す
る
重
要
な
運
動
だ
」
と
強
調

巧
年
、
来

日
し
た
盲
目

の
一
読
人
ワ
シ
ー

リ
ー
・
エ
ロ

シ
エ
ン
コ
と

（
中
央
本
部
田
中
幹
夫
）

◇
墓
地
は
本
能
寺
豊
島
区
雑
司
ヶ
谷

３
‐
⑲
Ｉ
皿

交
通
Ⅱ
都
電
荒
川
線
雑
司
ヶ
谷
下
車

徒
歩
６
分

－

の
存
在
す
ら
否
定
す
る
東
近
江
市
議
会

「
決
議
」
な
ど
歴
史
修
正
主
義
と
の
闘

い
を
呼
び
か
け
る
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

新
興
吟
詠
会
滋
賀
県
本
部
の
皆
さ
ん

が
「
あ
あ
伊
藤
千
代
子
追
悼
詩
」
を
吟

詠
。
参
加
者
の
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。

西
田
事
務
局
長
は
、
国
賠
署
名
活
動

参
加
者
を
増
や
す
こ
と
、
支
部
幹
事
会

の
定
期
開
催
の
重
要
性
を
強
調
し
ま
し

た
。
会
長
に
島
田
耕
、
副
会
長
に
西
田

清
、
事
務
局
長
に
柚
口
延
各
氏
を
選
任
。

（
県
本
部
事
務
局
長
・
柚
口
延
）

閻
濡
論
議
号
す

８
月
７
日
和
歌
山
市
内
で
県
本
部
第

兜
回
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

大
会
冒
頭
、
昨
年
度
の
、
人
の
物
故

者
に
黙
と
う
を
捧
げ
、
議
事
に
入
り
日

本
共
産
党
和
歌
山
県
委
員
会
よ
り
県
議

奥
村
規
子
氏
か
ら
挨
拶
を
受
け
岸
本
周

平
衆
議
院
談
員
よ
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

は
じ
め
と
し
て
友
誼
団
体
か
ら
の
メ
ッ

剛j郷1鋤聖同訓穂懇亜馴尽

一

．烏
戸

し
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
大
津

支
部
か
ら
５
月
廻
日

の
国
会
請
願
行
動
に

つ
い
て
の
報
告
、
ま

た
「
従
軍
尉
安
婦
」

セ
ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

鶴
田
至
弘
会
長
の
報
告
提
案
で
は
同

盟
独
自
の
諸
課
題
を
マ
ン
ネ
リ
を
克
服

し
な
が
ら
よ
り
高
い
運
動
を
目
指
す
と

と
も
に
、
と
り
わ
け
次
期
衆
議
院
選
挙

で
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
署

名
活
動
で
は
有
権
者
数
の
１
％
８
０
０

０
筆
、
会
員
拡
大
５
５
０
人
の
到
達
等

を
確
認
し
そ
の
他
財
政
報
告
等
全
員
一

致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
決
議
と
し
て
、
次
期
衆
議
院
選

挙
に
臨
む
同
盟
と
友
好
関
係
に
あ
る
小

選
挙
区
候
補
へ
の
激
励
と
要
望
の
決
議

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
に
鶴
田
至
弘
、
副
会
長
に
小
崎

一
教
、
松
下
義
和
、
矢
用
一
也
、
事
務

局
長
に
南
條
住
弘
各
氏
を
選
任
し
ま
し

た
。
（
県
本
部
事
務
局
長
・
南
条
住
弘
）

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

〔
本
の
紹
介
｝

『
い
ま
語
る
昭
和
史
の
影
ｌ

治
安
維
持
法
の
傷
跡
』

国
賠
同
盟
宮
城
県
本
部
が
発
刊

製
作
資
金
４
５
０
口
め
ざ
す
大
運
動
へ

ｌ
全
国
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
開
く

同
盟
千
代
子
チ
ー
ム
・
桂
監
督
・

「
全
国
の
会
」
は
８
月
四
日
、
「
全
国

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
」
を
行
い
、
全
国
凹

県
、
師
地
点
和
人
が
視
聴
し
ま
し
た
。

桂
監
督
の
映
画
製
作
運
動
の
現
状
と

意
義
、
増
本
会
長
が
時
代
背
景
な
ど
冒

頭
発
言
の
後
、
長
野
、
苫
小
牧
、
島
原
、

大
阪
、
沖
縄
・
千
葉
か
ら
現
地
報
告
。

原
菊
枝
役
の
宜
野
座
万
鈴
さ
ん
が
出
演

へ
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
苫
小
牧
・

畠
山
忠
弘
さ
ん
は
、
映
画
製
作
を
確
実

に
完
成
さ
せ
る
た
め
に
、
月
ま
で
に
４

５
０
口
を
や
り
遂
げ
よ
う
と
い
う
方
針

を
支
持
し
、
全
国
が
心
を
一
つ
に
必
ず

実
現
し
よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

全
国
会
議
は
、
新
コ
ロ
ナ
禍
の
困
難

を
乗
り
越
え
３
０
０
口
到
達
の
大
成
果

★エキストラ蟇募弱融合 応募を
d
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数
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加
ｍ
ｚ
２
１
７
５
２
１
５
リ
ー
１
里
１
１
１
１
２

０
５
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０
０

難
人
な
女
男
女
”
野
生
男
女
男
女
従
男
女
男
女
女
兜
女
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識
溌
漉

人
し
る

・
り
・
行
準
一
見
一
生
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風
室
呑
荷

》
》
》
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壁
誰
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》
》
梱
一
一
》
一
罪
》
峠
》
》
》
》
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》
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久
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女
和
争
皆
ビ
篝
迄
鍔
労
如
車
睡
姉
７
小
幅
繩
栓
姉

父13

⑪径本

②奈良坤宿

’宮
城
県
本

部
は
、
『
東

北
放
送
ラ
ジ

オ
い
ま
語

る
昭
和
史
の

○山梨

③深脊

○笠棚
’二J1m

影
Ｉ
治
安
維
持
法
の
傷
あ
と
』
を
発
刊
。

１
９
８
６
年
の
東
北
放
送
ラ
ジ
オ
の

特
集
番
組
で
放
送
さ
れ
た
、
県
内
の
治

安
維
持
法
犠
牲
者
ら
の
過
酷
な
経
験
の

生
の
声
を
、
当
時
の
県
同
盟
事
務
局
長

の
小
田
島
森
良
さ
ん
が
、
放
送
メ
モ
と

説
明
を
加
え
て
県
版
「
不
屈
」
（
師
年
）

に
出
版
し
ま
し
た
。
以
来
帥
数
年
、
当

時
の
録
音
テ
ー
プ
が
入
手
で
き
、
そ
れ

を
正
確
に
再
生
し
必
要
な
整
理
の
う
え

作
成
し
た
の
が
こ
の
冊
子
で
す
。

当
時
の
ラ
ジ
オ
番
組
で
は
、
東
北
大

学
法
学
部
の
小
田
中
聰
樹
教
授
（
当
時
）

が
治
安
維
持
法
の
核
心
を
鮮
明
に
解
説
。

い
か
に
残
虐
・
非
道
な
弾
圧
だ
っ
た
か

を
、
犠
牲
者
で
あ
る
高
橋
實
医
師
（
元

全
国
民
医
連
会
長
）
、
乳
銀
杏
保
育
園

園
長
を
務
め
た
阿
部
和
子
さ
ん
、
キ
リ

ス
ト
教
会
関
係
者
ら
が
生
々
し
く
証
言
・

告
発
し
て
い
ま
す
。

小
田
中
先
生
の
「
推
薦
の
こ
と
ば
」

で
は
、
「
学
術
会
議
会
員
６
名
の
任
命

拒
査
な
ど
治
安
維
持
法
の
「
形
を
変

え
て
の
再
生
の
危
機
』
を
訴
え
て
お
り
、

治
安
維
持
法
を
知
ら
な
い
多
く
の
国
民

に
読
ん
で
欲
し
い
冊
子
で
す
。

▽
頒
価
５
０
０
円
▽
申
込
み
宮
城

県
本
部
０
２
２
１
２
２
２
１
６
４
５
８

を
確
認
し

合
い
、
引

き
続
き
学

習
運
動
型
・

実
行
委
員

会
型
の
民

主
的
映
画

運
動
の
新

し
い
形
態

を
全
国
で

展
開
し
目

標
を
達
成

し
よ
う
と
確
認
し
ま
し
た
。

★
新
コ
ロ
ナ
下
の
壁
習
・
Ｐ
Ｒ
グ
ッ
ズ
（
出
駕
笛
Ｐ
Ｒ

動
画
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
伊
擁
嘩
庶
唾
十
の
生
涯
」
２
版
発

行
・
糎
仙
５
０
０
阿
②
夛
墜
凹
紐
擁
嘩
市
晦
ｆ
の
青

鐸
竺
ワ
タ
ナ
ベ
・
コ
ウ
署
・
新
日
本
山
埠
叫
鱒
側
・
定

価
１
３
０
０
円
十
税
・
岨
月
賜
日
発
売

南
込
・
昭
釜
は
同
盟
映
画
チ
ー
ム
一
中
止
黍
劣
可

藤
田
０
９
０
．
４
５
２
７
．
１
１
２
９

○千一鋪

、1軒i垂I丙「『1

グ
〆

鍾
■

鉤
』
愚
嗣
》
Ｊ
恥

Ｄ

ｌ

ウ

、伽1殿』鋤

I◆申込締切9月25日※年齢は参考に

入れましたが、中年対象への70， 80
歳代の方々のご参加も大歓迎です

※初心者でも楽しく参加できます。
演技指導・衣装合わせはスタッフが

黄任もって行います☆10月の撮影
日縄は、 91･l中旬に-f'告予定です。
★希望者にば詳細な壕集要項を差し
|鷺げ主す

I
I
雌

「－‐ 鮎オンライン会場（右から桂、増本、
■ ‐ 、 擾己

、
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同
盟
文
芸

短
歌
碓
田
の
ぼ
る
選

コ
ロ
ナ
禍
で
猛
暑
に
た
え
て
辻
に
立
ち
護
憲
の
旗
に
ぎ
り
し

む
汗
に
じ
む
手
に
福
井
県
元
山
章
一
郎

「
生
き
て
い
る
だ
け
で
あ
り
が
た
い
」
と
看
護
師
に
言
う
時

に
に
っ
こ
り
と
し
た
笑
顔
も
ら
う
静
岡
県
江
川
佐
一

敗
戦
の
夜
も
踊
り
し
郡
上
踊
り
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
二
年
も
中

止
に
岐
阜
県
和
田
昌
三

落
蝉
の
音
も
途
絶
え
し
夜
明
前
計
報
届
き
い
同
志
七
十
二
歳

埼
玉
県
白
川
洋
子

戦
争
の
体
験
語
り
歩
い
て
い
る
と
い
う
卒
寿
を
越
え
し
京
都

の
友
は
大
分
県
渡
辺
幹
生

靱
さ
か

紛
争
に
諄
い
つ
づ
く
世
界
中
平
和
と
は
何
リ
ー
ダ
ー
に
問
う

長
野
県
生
路
聰

町
く
〃

リ
ハ
ビ
リ
は
木
橦
花
咲
く
施
設
道
友
と
語
り
て
ゆ
っ
く
り
歩

む
埼
玉
県
福
家
駿
吉

日
本
の
治
安
維
持
法
そ
の
ま
ま
に
恐
怖
政
治
が
香
港
に
あ
り

島
根
県
小
玉
信
恵

五
輪
よ
り
命
守
れ
と
マ
イ
ク
持
つ
畑
の
農
夫
手
を
振
り
拍
手

兵
庫
県
岸
本
守

日
米
で
「
核
禁
」
批
准
の
声
高
し
我
を
励
ま
す
世
界
の
激
動

鳥
取
県
大
久
保
攪
吉

〈
選
の
あ
と
に
〉
元
山
作
品
は
、
下
旬
に
力
が
あ
る
。
作
者

の
一
途
な
思
い
の
表
現
で
あ
る
。
江
川
作
品
、
看
護
師
と
の

会
話
を
歌
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
一
首
、
結
句
に
よ
っ

て
光
っ
て
い
る
。
和
田
作
品
は
、
敗
戦
の
夜
さ
え
踊
り
継
い

で
来
た
郡
上
踊
り
の
な
き
異
状
を
嘆
く
。

今
も
「
庫
山
セ
ン
セ
イ
」
と
慕
わ
れ

る
庫
山
寛
一
。
「
抵
抗
の
群
像
」
は
誰

も
が
波
乱
万
丈
の
生
涯
だ
が
、
庫
山
も

そ
う
で
あ
っ
た
。

■
若
き
「
庫
山
セ
ン
セ
イ
」
の
運
動
と

弾
圧
（
戦
前
）

庫
山
は
１
９
０
８
（
明
治
虹
）
年
、

秋
田
県
雄
勝
郡
山
田
村
（
現
・
湯
沢
市
）

に
生
ま
れ
た
。
秋
田
師
範
学
校
を
卒
業

し
地
元
の
小
学
校
の
教
員
と
な
っ
た
。

ト
ル
ス
ト
イ
の
人
道
主
義
に
傾
倒
し
つ

つ
、
自
然
科
学
、
社
会
科
学
を
学
ぶ
中

で
マ
ル
ク
ス
主
義
に
到
達
し
た
。

加
年
創
刊
の
『
新
興
教
育
』
の
読
者

に
な
り
、
職
場
に
教
育
問
題
や
社
会
科

学
の
研
究
会
を
作
り
、
地
域
の
青
年
団

の
若
者
た
ち
を
指
導
援
助
し
、
革
新
的

青
年
の
育
成
に
努
め
た
。
秋
田
で
最
初

の
獄
中
死
し
た
鵜
沼
勇
四
郎
の
農
民
闘

争
に
協
力
し
た
。

魂
年
「
新
興
教
育
同
盟
」
結
成
の
中

心
と
な
り
、
勤
労
階
級
の
児
童
を
守
る

…
笠

教
育
と
農
民
運
動
で
革
新
的

青
年
を
育
成
し
た

く
ら
や
ま
か
ん
い
ち

庫
山
寛
一

こ
と
や
、
綴
り
方
教
育
、
皇
国
史
観
教

科
書
批
判
な
ど
、
反
戦
と
反
権
力
の
教

育
と
運
動
の
指
導
を
行
っ
た
。
農
民
組

合
と
協
力
し
合
い
欠
食
児
童
へ
の
給
食

を
行
っ
た
。
学
芸
会
で
は
児
童
を
選
別

せ
ず
全
員
出
演
さ
せ
る
努
力
を
し
た
。

同
年
鵜
沼
の
検
挙
に
続
き
、
庫
山
も

治
安
維
持
法
違
反
で
検
挙
さ
れ
４
カ
月

拘
留
さ
れ
た
。
教
員
は
懲
戒
免
職
に
な
っ

た
。
葡
萄
栽
培
を
し
な
が
ら
地
域
活
動

を
し
て
い
た
が
、
弘
年
再
び
検
挙
さ
れ

４
カ
月
拘
留
さ
れ
た
が
起
訴
猶
予
と
な

り
、
教
員
に
復
職
し
た
。
一
時
満
州
に

渡
っ
た
が
半
年
で
帰
国
し
、
再
び
教
員

と
な
り
終
戦
を
迎
え
た
。

■
指
導
を
受
け
た
犠
牲
者
の
回
想
の
「
庫

山
先
生
」

指
導
を
受
け
た
青
年
団
の
一
人
に
加

藤
政
吉
が
い
る
。
自
身
も
弾
圧
犠
牲
者

で
あ
る
。
戦
後
に
庫
山
と
共
に
、
政
治

活
動
の
苦
楽
を
と
も
に
し
た
同
志
で
あ

る
。
加
藤
は
文
学
青
年
で
あ
り
、
不
屈

俳
句
望
月
た
け
し
選

夏
沖
縄
今
も
探
す
は
叔
父
の
骨

三
重
県
橋
本
し
げ
る

政
変
の
選
挙
勝
利
へ
玉
の
汗

埼
玉
県
大
野
辰
男

の
出
ず
凡

垣
根
ご
し
凌
霄
の
花
声
か
け
る
（
凌
霄
Ⅱ
の
う
ぜ
ん
か
ず
ら
）

岩
手
県
畠
山
文
裕

終
戦
忌
核
抑
止
論
糺
す
舌

埼
玉
県
小
池
莊
八

抑
留
の
義
父
の
面
影
敗
戦
忌

神
奈
川
県
天
野
三
葉
子

〈
評
〉
横
浜
市
長
選
挙
の
結
果
は
、
総
選
挙
に
向
け

て
大
き
な
弾
み
を
つ
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
努
力
し
、

句
作
活
動
に
も
実
ら
せ
た
い
も
の
で
す
。
俳
句
の
魅

力
の
更
な
る
発
展
の
た
め
に
も
っ
と
叙
情
性
ゆ
た
か
な

五
七
五
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

川
柳
鈴
木
い
さ
お
選

メ
デ
ィ
ア
み
な
メ
ダ
ル
一
色
危
機
よ
そ
に

鳥
取
県
大
久
保
攪
吉

〈
評
〉
五
輪
期
間
明
新
聞
も
テ
レ
ビ
も
正
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
一
色
。

猛
啄
筵
ふ
る
つ
第
５
波
の
実
態
畠
戻
の
眼
か
ら
穆
手
か
の
如
く
に
。

ウ
イ
ル
ス
が
暴
く
人
権
無
視
の
国

埼
玉
県
福
家
駿
吉

鶴
彬
私
の
中
に
脈
々
と

大
阪
府
大
和
峯
二

わ
が
余
生
多
喜
二
千
代
子
に
染
ま
り
た
し

岡
山
県
藤
沢
喜
代
子

語
り
継
ぐ
六
日
九
日
十
五
日

東
京
都
稲
邑
明
也

と
ユ
ー
モ
ア
の
闘
士
で
あ
っ
た
自
伝

的
小
説
『
加
藤
政
吉
物
語
ｌ
あ
る
無
名

戦
士
の
記
録
』
に
、
庫
山
に
つ
い
て
書

い
て
い
る
個
所
を
要
約
紹
介
す
る
。

加
藤
は
、
若
き
庫
山
先
生
は
「
虫
が

好
か
な
い
人
」
だ
っ
た
。
し
か
し
社
会

主
義
へ
の
導
き
を
受
け
る
。
そ
の
一
文

で
あ
る
。
「
庫
山
先
生
は
『
勉
強
す
る

な
ら
、
や
っ
ぱ
り
、
枝
葉
の
も
の
よ
り

マ
ル
キ
シ
ズ
ム
の
本
質
に
真
っ
直
ぐ
に

取
り
組
ん
だ
方
が
い
い
な
』
」

こ
う
し
て
一
人
の
「
青
年
革
命
家
」

が
誕
生
し
た
。
庫
山
は
入
党
前
か
ら
マ

ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
文
献
を
学
習

畔
鳴
っ
た
宮

し
、
「
赤
旗
」
配
達
や
党
へ
の
カ
ン
パ

を
し
て
い
た
。
終
戦
後
、
加
藤
政
吉
は

庫
山
を
訪
ね
た
。
「
庫
山
先
生
は
、
涙

を
浮
か
べ
る
よ
う
に
言
っ
た
。
『
党
が

公
然
と
活
動
で
き
る
ｌ
こ
れ
だ
け
で
、

こ
の
喜
び
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
だ

け
で
も
吾
々
は
幸
福
だ
』
」

■
闘
い
続
け
た
「
庫
山
先
生
声
戦
後
）

戦
後
は
、
教
員
組
合
の
結
成
に
奮
闘

し
、
秋
田
県
教
員
組
合
の
結
成
に
参
加

し
、
卿
年
に
雄
勝
支
部
の
書
記
長
と
な
っ

た
。
戦
後
初
め
て
の
県
議
会
議
員
選
挙

に
雄
勝
郡
区
か
ら
立
候
補
し
当
選
し
た
。

組
年
日
本
共
産
党
に
「
正
式
」
入
党
。

の
く
ら
い
い
た
だ
ろ
う
か
。
そ
の
き
っ

か
け
を
探
し
当
て
た
と
き
の
感
動
を
い

ま
も
お
ぼ
え
て
い
る
。
そ
れ
は
『
沖
縄

労
農
タ
イ
ム
ス
』
を
〃
発
見
″
し
た
と

き
の
こ
と
だ
」
・
長
年
、
沖
縄
近
現
代

史
の
研
究
を
さ
れ
て
き
た
著
者
の
言
葉

だ
。
本
書
は
、
著
者
が
こ
の
間
、
学
会

で
の
研
究
発
表
や
学
習
会
等
で
作
成
し

発
表
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

沼
安
維
持
法
沖
縄
関
係
犠
牲
者
一
覧
」

「
事
件
・
資
料
別
一
覧
」
「
治
安
維
持

法
体
制
に
抗
し
運
動
を
起
こ
し
拡
げ
た

民
衆
」
「
年
表
帝
国
憲
法
。
フ
ァ
シ

ズ
ム
体
制
下
の
民
衆
」
等
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
著
者
た
み
な
と
．
と
も
あ

き
は
１
９
３
１
年
生
れ
、
東
京
教
育
大

学
文
学
部
史
学
科
卒
業
、
琉
球
大
学
教

授
、
現
在
、
琉
球
大
学
名
誉
教
授
、
同

盟
沖
縄
県
本
部
顧
問
。

（
沖
縄
県
本
部
副
会
長
・
大
城
辰
彦
）

▽
定
価
９
０
０
円
十
税
）

【
本
の
紹
介
】

『
治
安
維
持
法
体
制
に
抗
し
て

近
代
沖
縄
反
体
制
運
動
史

資
料
』
田
港
朝
昭
著

入
党
時
期
は
、
県
議
立
候
補
の
時
期
や

事
情
が
あ
っ
て
、
立
候
補
は
無
所
属
だ
っ

た
と
聞
か
さ
れ
た
記
憶
が
あ
る
。

そ
の
後
の
庫
山
は
、
新
聞
販
売
を
営

み
「
赤
旗
」
分
局
活
動
を
続
け
つ
つ
、

農
業
農
民
運
動
、
平
和
運
動
、
政
治
闘

争
に
奔
走
す
る
。
山
田
農
業
委
員
会
会

長
、
湯
沢
市
農
業
委
員
会
会
長
代
理
、

日
農
県
連
統
制
委
員
長
、
日
農
県
連
執

行
委
員
長
、
湯
沢
市
雄
勝
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
会
長
を
歴
任
。
政
治
分
野
で
は
県

議
選
へ
の
再
挑
戦
、
湯
沢
市
長
選
挙
に

も
挑
戦
し
た
が
惜
敗
を
重
ね
た
。

治
安
維
持
法
国
賠
同
盟
秋
田
県
本
部

の
結
成
に
参
加
し
、
初
代
会
長
に
選
出

さ
れ
全
国
大
会
に
も
参
加
。
蛇
年
以
降
、

同
盟
県
本
部
顧
問
、
湯
沢
雄
勝
支
部
の

名
誉
会
長
に
推
さ
れ
た
。
日
本
共
産
党

秋
田
県
委
員
会
顧
問
で
も
あ
っ
た
。

庫
山
が
生
ま
れ
た
地
域
は
、
優
れ
た

革
新
的
活
動
家
が
育
ち
、
共
産
党
の
市

議
会
議
員
や
市
長
を
輩
出
し
て
い
る
。

庫
山
寛
一
は
１
９
９
８
（
平
成
皿
）

年
９
月
卯
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。
国
賠

湯
沢
雄
勝
支
部
は
、
獄
中
死
し
た
鵜
沼

勇
四
郎
な
ど
と
共
に
、
「
庫
山
先
生
」

の
墓
参
を
続
け
て
い
る
。

（
秋
田
県
本
部
会
長
・
最
上
健
造
）

倦
奏
炊
狩
法
外
刺
に
秘
鱈
て
，

電

促

衿

榔

時

蔚

巧

釦

》

小

託

例

一
譽

月
目
昨
言

「
治
安
維
持
法
体

制
に
抗
し
運
動
を

起
こ
し
拡
げ
た
沖

縄
民
衆
の
数
は
ど

■－
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｜
『
鰹
鷆
肺
拳
噸
本
五

２
０
１
９
年
ｎ
月
札
幌
市
で
開
催
さ

れ
た
「
松
本
五
郎
・
菱
谷
良
一
無
二

の
親
友
展
」
と
副
年
８
月
に
同
鹿
追
町

で
開
催
の
「
松
本
五
郎
展
ｌ
自
由
な

心
を
求
め
て
ｌ
」
図
録
の
ご
案
内
で
す
。

松
本
五
郎
さ
ん
（
加
年
加
月
・
没
）

と
菱
谷
良
一
さ
ん
は
仙
年
、
旧
・
旭
川

師
範
学
校
美
術
部
の
生
活
図
画
事
件
で

治
安
維
持
法
違
反
の
疑
い
を
か
け
ら
れ

て
検
挙
、
１
年
３
カ
月
の
獄
中
生
活
を

霞＆

ダ

唖 雲

『且

覗島

強
い

ら
れ

ま
し

た
。

お

二
人

は
戦
後
も

芸
術
を
愛

す
る
者
同

士
親
し
く

交
流
し
、

画
家
と
し
て
の
活
動
と
合
わ
せ
て
自
ら

の
受
け
た
弾
圧
の
記
憶
を
語
り
継
ぐ
活

動
に
尽
力
し
ま
し
た
。
自
由
な
心
の
表

現
を
求
め
て
ひ
た
む
き
に
創
作
に
励
ま

れ
て
き
た
お
二
人
の
歩
み
を
ご
覧
頂
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

「
松
本
五
郎
・
菱
谷
良
一
無
二
の
親

友
展
」
Ａ
４
判
フ
ル
カ
ラ
ー
型
ぺ
ｌ

ジ
ー
、
２
５
０
円
（
送
料
込
み
）
松

本
さ
ん
と
菱
谷
さ
ん
の
油
彩
・
水
彩
・

木
版
画
、
計
倒
点
を
収
録
。
旭
川
師
範

時
代
か
ら
錦
年
続
い
た
友
情
の
結
晶
で

す
。【

お
昨
込
み
】
ギ
ャ
ラ
リ
ー
北
の
モ
ン

｜
事
‐
務
局
日
誌
一

８
月
即
日

８
月
沁
日

８
月
１
日

８
月
扣
日

８
月
旧
日

パ
ル
ナ
ス
／
清
水
眞
知
子

〒
０
６
３
１
０
８
０
４
札
幌
市
西
区

二
十
四
軒
４
条
３
丁
目
３
１
焔

ア
ー
ト
ヒ
ル
琴
似
１
０
２
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
１
．
３
０
２
．
３
９
９
３

メ
ー
ル
の
ョ
貝
弓
◎
冨
言
○
・
８
．
も

お
支
払
い
は
図
録
に
同
封
す
る
郵
便
振

替
用
紙
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
住
所
変
更
】

県
本
部
住
所
変
更

〒
８
９
１
．
０
１
１
６

鹿
児
島
県
上
福
元
町
６
８
５
４
１
４

上
野
隆
司

中
村
日
出
丸
中
央
常
任
理
事
・
千
葉

県
本
部
事
務
局
長
が
、
７
月
旧
日
死
去

さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

計
報

長
野
県
本
部
総
会

「
不
屈
」
編
集
会
議

８
．
喝
終
戦
記
念
日
池
袋

駅
街
頭
宣
伝

伊
藤
千
代
子
オ
ン
ラ
イ
ン

石
川
県
集
会

国
際
人
権
活
動
日
本
委
員

会
拡
大
幹
事
会

--

］ 『治安維持法と現代』…好評発売中別21年看季号(41号）

【主な内容】＜巻頭論文＞日本学術会議任命拒否と反憲法政治＝小沢隆一、
戦前のもう一つの学問統制・学問動員＝萩野富士夫、 く情勢学習＞菅政
権の防衛政策一急浮上した敵基地攻撃能力＝半田滋、 3 ･ 11大震災から10
年の福島＝伊藤達也 「新自由主義」とコロナ・パンデミックー友寄英隆、
ジェンダー・ギャップ指数と日本社会の課題＝清末愛砂、 「拷問の時代を
終わらせるため」＝前田朗、くエッセイ＞没後70年・治維法下の宮本百合
子＝澤田章子、 《研究報告》秩父事件と女性たち、浅野晃『幻想詩集』を
読む☆国会請願署名の衆・参両院の紹介議員一覧
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